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全全日日制制のの課課程程 

入入学学者者のの受受けけ入入れれにに関関すするる方方針針（（アアドドミミッッシショョンン・・ポポリリシシーー））  
○志望する動機及び目的意識が明確で、ものづくりや創意工夫することに興味・関心がある生徒を募集

します。 

○ものづくりなどを通して社会の課題解決に取り組み、地域との関わりを持って将来の産業を担いたい

生徒を募集します。 

○体育・文化活動や生徒会活動に積極的に取り組んだ生徒を募集します。 

 

ⅠⅠ  推推 薦薦 入入 学学 者者 選選 抜抜   

１１  志志 願願 資資 格格 及及 びび 出出 願願 要要 件件     

（１）志願資格 

次の各号に該当するものとする。 

① 令和６年３月に県内の中学校、これに準ずる学校又は義務教育学校（以下「中学校」という。）

を卒業する見込みの者のうち、次の条件を満たす者。 

   ア 当該類（学科）の学習に対する強い志望があり、目的意識が明確・適切であること。 

   イ  当該類（学科）に対する適性、興味及び関心を有すること。 

      ウ 下記の出願要件を満たしていること。 

② 合格した場合は、入学が確約できる者。 

 

（２）出願要件 
 

「「11  キキャャリリアア形形成成にに係係るる要要件件」」とと「「22  成成績績評評定定概概況況にに係係るる要要件件」」のの両両方方にに該該当当すするる者者  
  

１ キャリア形成に係る要件 

   当該類（学科）を志望する動機及び目的意識が明確・適切であり、ものづくりや創意工夫することに強い興

味・関心を持ち、将来の工業界を担うことが期待できる者 

 

 ２ 成績評定概況に係る要件 

   評定合計が「２７以上」の者 

 

２２  募募集集類類（（学学科科））及及びび募募集集人人員員 

 

合計５０名程度 
 

３３  出出願願書書類類及及びび受受付付期期間間 

書  類 受 付 期 間 備     考 

１ 推薦入学願書 
２ 自己推薦書 
３ 調査書 

 

 

 

令和６年１月１９日(金) 

から１月２５日(木)１２時

まで 
 
 
 

① 在籍中学校長を経由して、本校校長に、推薦 
入学者選抜志願者名簿を添えて提出する。 
② 郵送の場合でも締切日時までに必着とする。 
（郵送の場合は簡易書留郵便とし、返信用切手

434円分［郵送料84円及び簡易書留料金350

円分］を貼った出願者本人の在籍中学校長あ

ての返信用定形長３号封筒を同封する。） 
③ 本校校長が認めた場合には、自己申告書を提

出することができる。  
④ 土曜日、日曜日の受付は行わない。 

機械生産類（ 機械科・生産デザイン科 ）  ２０名程度  

電気情報類（ 電気情報科 ）  １０名程度  

建設環境類（ 建築科・環境工学科 ）  ２０名程度  
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全全日日制制のの課課程程 

入入学学者者のの受受けけ入入れれにに関関すするる方方針針（（アアドドミミッッシショョンン・・ポポリリシシーー））  
○志望する動機及び目的意識が明確で、ものづくりや創意工夫することに興味・関心がある生徒を募集

します。 

○ものづくりなどを通して社会の課題解決に取り組み、地域との関わりを持って将来の産業を担いたい

生徒を募集します。 

○体育・文化活動や生徒会活動に積極的に取り組んだ生徒を募集します。 

 

ⅠⅠ  推推 薦薦 入入 学学 者者 選選 抜抜   

１１  志志 願願 資資 格格 及及 びび 出出 願願 要要 件件     

（１）志願資格 

次の各号に該当するものとする。 

① 令和６年３月に県内の中学校、これに準ずる学校又は義務教育学校（以下「中学校」という。）

を卒業する見込みの者のうち、次の条件を満たす者。 

   ア 当該類（学科）の学習に対する強い志望があり、目的意識が明確・適切であること。 

   イ  当該類（学科）に対する適性、興味及び関心を有すること。 

      ウ 下記の出願要件を満たしていること。 

② 合格した場合は、入学が確約できる者。 

 

（２）出願要件 
 

「「11  キキャャリリアア形形成成にに係係るる要要件件」」とと「「22  成成績績評評定定概概況況にに係係るる要要件件」」のの両両方方にに該該当当すするる者者  
  

１ キャリア形成に係る要件 

   当該類（学科）を志望する動機及び目的意識が明確・適切であり、ものづくりや創意工夫することに強い興

味・関心を持ち、将来の工業界を担うことが期待できる者 

 

 ２ 成績評定概況に係る要件 

   評定合計が「２７以上」の者 

 

２２  募募集集類類（（学学科科））及及びび募募集集人人員員 

 

合計５０名程度 
 

３３  出出願願書書類類及及びび受受付付期期間間 

書  類 受 付 期 間 備     考 

１ 推薦入学願書 
２ 自己推薦書 
３ 調査書 

 

 

 

令和６年１月１９日(金) 

から１月２５日(木)１２時

まで 
 
 
 

① 在籍中学校長を経由して、本校校長に、推薦 
入学者選抜志願者名簿を添えて提出する。 
② 郵送の場合でも締切日時までに必着とする。 
（郵送の場合は簡易書留郵便とし、返信用切手

434円分［郵送料84円及び簡易書留料金350

円分］を貼った出願者本人の在籍中学校長あ

ての返信用定形長３号封筒を同封する。） 
③ 本校校長が認めた場合には、自己申告書を提

出することができる。  
④ 土曜日、日曜日の受付は行わない。 

機械生産類（ 機械科・生産デザイン科 ）  ２０名程度  

電気情報類（ 電気情報科 ）  １０名程度  

建設環境類（ 建築科・環境工学科 ）  ２０名程度  
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４４  出出  願願  手手  続続    

（１）本校への志願は１類のみとする。なお、出願要件に合致していない場合は出願できない。 

（２）中高一貫教育における連携型入学者選抜との併願はできない。 

（３）志願者は、推薦入学願書に必要事項を自ら記入し、必ず在籍中学校長を経由して本校校長に提出す 

ること。 

（４）｢山形県立学校の授業料等徴収条例｣に基づき、入学者選抜手数料として、２,２００円の山形県収

入証紙を推薦入学願書に貼る。ただし、消印はしないこと。 

（５）中学校長は、必要がある場合は令和６年１月１７日（水）１７時までに本校校長に、健康及び身体 

  の状況について相談を行うことが望ましい。なお、聴覚障がいにより補聴器を必要とする場合も相談 

することが望ましい。 

（６）中学校長は、「推薦入学者選抜志願者名簿」を添えて、「評定概況」１部とともに必要書類を提出す

ること。 

５５  推推薦薦入入学学願願書書作作成成上上のの注注意意    

（１）志願する「類」の志望欄１つに、○印を記入すること。 

（２）現住所は、正確に記載すること。 

（３）本人の現住所と異なる場所で「合格通知書」等の受領を希望する者は、入学願書の備考欄に、その 
場所の郵便番号・宛先を記載すること。 

６６  自自己己推推薦薦書書作作成成上上のの注注意意  

自己推薦書の裏面に記載されている「自己推薦書記入上の注意」を熟読して記入すること。 

７７  作作        文文  

（１）目  的  当該類（学科）を志望する理由及び目的意識を確認する。  

（２）日  時  令和６年２月２日（金） 

生徒昇降口開場 ８時００分 

                   受     付 ８時２０分 ～  ８時４０分まで 

    作     文 ９時００分 ～  ９時４０分まで 

（３）場  所  本校指定教室 

（４）出題内容 

    ① 題  目  志望の理由及び目的意識を確認する内容の作文題とする。 

     ② 字   数  ４００字～５００字 

（５）受検者の携帯品 

      受検票、鉛筆（シャープペンシルを含む）※₁、消しゴム、内履き、昼食（必要に応じて） 

※₁ 芯の濃さは２Ｂ、Ｂ、ＨＢとし、シャープペンシルの芯の太さは０.５ｍｍ以上とする。 

持ち込みを認めるもの：鉛筆削り、鉛筆キャップ（単色透明で無地のもの）、腕時計※₂、 

ティッシュペーパー（中身のみ） 

※₂ 計算機能や英単語表示機能、通信機能等付きのもの、音の鳴るもの、秒針音のするもの 

は持ち込みを認めない。 

 

８８  面面        接接  

（１）日  時  令和６年２月２日（金） 作文終了後、１０時００分から行う。 

（２）場  所  本校指定教室 

（３）方  法  ① 形 態  個人面接 
         ② 時 間  １５分程度 
         ③ 面接者  ３名程度の本校教員が当たる。 

９９  選選        抜抜  

   選抜は、調査書、面接及び作文の結果を総合して行う。なお、自己推薦書及び自己申告書等に関す

る書類を、面接で志望動機等を確認する際の資料とする。 

  選抜規準は、調査書「学習の記録」をＡ、調査書「学習の記録」以外をＢ、面接をＣ、作文をＤと
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し、評価の比率はＡ：Ｂ：Ｃ：Ｄを２５：２５：３０：２０とする。 

   また、面接と作文の評価の観点及び評価の段階は以下の通りとする。 

     面接の評価の観点   ① 目的意識、② 積極性、③ 興味関心、④ 表現力、⑤ 活動状況 

    面接の評価の段階   Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階 

     作文の評価の観点   ① 論理的思考力、② 発想力、③ 文章構成力 

     作文の評価の段階   Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階 

１１００  選選抜抜結結果果のの通通知知及及びび合合格格発発表表  

（１）推薦入学者選抜の選抜内定結果については、中学校長あて、令和６年２月９日（金）必着で「推 
薦入学者選抜結果通知書」を送付する。合格内定者には中学校長を通じ「合格内定通知書」を送付する。 

（２）合格者の発表は、令和６年３月１７日（日）１５時にWeb への公開と、本校生徒昇降口において、

受検番号により行う。Web アクセスの方法については、受付時に受検票とともに配布する。郵送の場

合は、受検票とともに送付する。なお、電話による合否の問い合わせには応じない。 
（３）合格者には、入学願書に記載された本人の現住所等に「合格通知書」及び関係書類を送付する。 

１１１１  そそ    のの    他他  

  合格者に対しては、新入生オリエンテーションを実施する。入学予定者は必ず出席するものとする。 
なお、期日等については７頁のⅢを参照のこと。 

 
 

ⅡⅡ  一一般般入入学学者者選選抜抜  

１１  志志  願願  資資  格格  

  次の各号の一に該当する者とする。 
（１）令和６年３月に中学校、これに準ずる学校又は義務教育学校を卒業見込みの者若しくは中等教 

育学校の前期課程（以下「中学校」という。）を修了（以下「卒業」という。）する見込みの者で 
令和６年度推薦入学者選抜及び中高一貫教育における連携型入学者選抜において合格内定してい 
ない者。 

（２）中学校を卒業した者。 
（３）学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令第１１号）第９５条の各号のいずれかに該当する者。 
  

２２  募募集集類類（（学学科科））及及びび募募集集人人員員（（推推薦薦入入学学者者選選抜抜のの合合格格内内定定者者をを含含むむ））  

 
 
     合計２００名 

  

３３  出出願願書書類類及及びび受受付付期期間間  

書  類 受 付 期 間 備     考 

１ 一般入学願書 

２ 調査書 

 

 

 

令和６年２月１６日（金） 

から２月２２日（木）１２時

まで 

 

 

① 在籍中学校長を経由して、本校校長に、一般入

学者選抜志願者名簿を添えて提出する。 

② 郵送の場合でも締切日時までに必着とする。

（郵送の場合は簡易書留郵便とし、返信用切手

434円分［郵送料84円及び簡易書留料金350円

分］を貼った出願者本人の在籍又は出身中学校

長あて返信用定形長３号封筒を同封する。） 

③ 本校校長が認めた場合には、自己申告書を提出

することができる。 

④ 土曜日、日曜日の受付は行わない。 

  

機械生産類（ 機械科・生産デザイン科 ）  ８０名  

電気情報類（ 電気情報科 ）  ４０名  

建設環境類（ 建築科・環境工学科 ）  ８０名  
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４４  出出  願願  手手  続続  

（１）本校への志願は、「類」を単位として第２志望まで認める。全日制・定時制の両課程に志願すること 

はできない。 

（２) 志願者は、一般入学願書に必要事項を自ら記入し、必ず在籍又は出身中学校長を経由して本校校長 

  に提出すること。 

（３）｢山形県立学校の授業料等徴収条例｣に基づき、入学者選抜手数料として、２,２００円の山形県収入 

  証紙を一般入学願書に貼る。ただし、消印はしないこと。 

（４）推薦入学者選抜に漏れた者で、本校全日制の一般入学者選抜を志願する者は、新たに一般入学願書

（県収入証紙は不要）を提出する。この際、先に交付された受検票を、中学校長を経由して本校校長

に提出し、新たに受検票の交付を受けること。他の高等学校及び異なる課程へ志願変更を希望する者

は、令和６年度「山形県公立高等学校入学者選抜実施要項」の志願変更の手続によること。 
（５）高等学校に在籍のまま志願する者は、一般入学願書に在籍高等学校長の志願承諾書を添付すること。 
（６）県外から志願する者は、その都道府県内の公立高等学校に志願しない旨の在籍中学校長の証明書を 
  添え、令和６年１月末を目途に学区外高等学校志願許可願１部を本県教育委員会教育長に提出し、県

教育委員会が送付する学区外高等学校志願許可書を一般入学願書に添付すること。学区外高等学校志

願許可願の郵送の際は、返信用封筒（返信用切手貼付、宛先を明記）を同封し、高校教育課長に送付

すること。 
（７）次の場合、中学校長は令和６年１月３１日（水）１７時までに本校校長に相談を行うことが望ま

しい。ただし、帰国子女や外国人子女等、事情がある場合は、本人及び保護者が相談してもよい。

進路等相談を踏まえ、本校校長が認めた場合には志願者等が作成した自己申告書を提出することが

できる。 

  ① 健康及び身体の状況、希望類（学科）、進路希望等について必要がある場合 
  ② 聴覚障がいにより学力検査時に補聴器を必要とする場合 

③ 特別支援学校及び特別支援学級から志願する場合、健康及び身体の状況、希望類（学科）、進路希

望、入学者選抜に当たって配慮を望むこと等について 

（８）中学校長は、「一般入学者選抜志願者名簿」を添えて、必要書類を「評定概況」１部とともに提出す

ること。なお、「評定概況」を推薦入学者選抜の志願にかかわってすでに提出している場合、または県

外からの志願者及び特別支援学校、令和４年度以前の卒業者からの志願者については、提出を要しな 
い。また、「評定概況」は、全日制・定時制併せて１部でよい。 

（９）出願の取消しや締切り前の志願変更は、必ず公文書を添えて行うこと。締切前の志願変更は、止む 
  を得ない十分な理由がある場合にのみ行われること。 
（10） 国立諸学校に合格した志願者の在籍又は出身中学校長は、令和６年３月４日（月）１２時までに、国 

  立諸学校への入学の諾否を本校校長に、文書によって報告するものとする。その際、合格した国立諸

学校に入学する者については、本校の受検票を添付すること。 

５５  一一般般入入学学願願書書作作成成上上のの注注意意  

（１）記入する際は、志望欄に第１志望は１、第２志望は２、と数字で記入する。 また、志望しない類（学

科）の志望欄に右上がりの斜線を引くこと。第２志望がない場合も同様とすること。 
（２）現住所は、正確に記載すること。 

（３）本人の現住所と異なる場所で「合格通知書」等の受領を希望する者は、入学願書の備考欄に、その

場所の郵便番号・宛先を記載すること。 

６６  学学  力力  検検  査査  

（１）日  時  令和６年３月７日（木） 
         生徒昇降口開場７時３０分，控室入室完了８時５分，受付８時１０分～８時２０分 
（２）場  所 本校指定教室 
         控室及び検査会場等の配置については事前に中学校長に連絡し、当日も案内表示する。 
（３）検査教科及び検査時間 

時 間 8:50～9:40 10:00～10:50 11:10～12:00 12:50～13:40 14:00～14:50 

教 科 

 

 

国 語 

 

 

数 学 

 

 

社 会 

 

 

理 科 

 

 

外国語（英語） 

（14:00から約10分間は 

リスニングテスト） 

※検査教科の配点は各 100 点とする。 
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（４）受検者の携帯品等 

  受検者は、受検票、内履き、昼食及び学力検査に必要な下記の筆記用具を持参すること。 

鉛筆（シャープペンシルを含む）※₁、消しゴム、定規（三角・直定規のいずれでもよい）、 

コンパス、鉛筆削り 

   学力検査会場には、受検票のほか上記の筆記用具を携帯する。なお、鉛筆キャップ（単色透明で無地

のもの）、腕時計※₂、ティッシュペーパー（中身のみ）の持込みは認める。 

連絡手段として持参した携帯電話、スマートフォンについては、校内では電源を切り使用してはなら

ない。 

※₁芯の濃さは２Ｂ、Ｂ、ＨＢとし、シャープペンシルの芯の太さは０．５ｍｍ以上とする。 

※₂計算機能や英単語表示機能、通信機能等付きのもの、音の鳴るもの、秒針音のするものは 

持込みを認めない。 

  ただし、次の用具は学力検査会場に携帯してはならない。 

   ① 下敷、筆入れ、シャープペンシル芯入れケース等 

   ② 公式や法則等の書いてある定規・鉛筆等（シャープペンシルを含む） 

  ③ 分度器又は分度器のついた定規 

   ④ 電卓等の計算用具 

      ⑤ 携帯電話・スマートフォン・情報端末等の電子機器類 

   ⑥ その他、検査の公正を欠くおそれのある物 

  なお、聴覚障がい者で補聴器を必要とする者は、使用してもよい。 

７７  面面        接接  

（１）目  的   受検者の多様な能力・適性や関心・意欲、努力の成果や活動経験など、様々な観点 
         から受検者の優れた面や長所を選抜の資料とするため実施する。 
（２）日  時    令和６年３月７日（木）学力検査終了後に行う。 
（３）場  所    本校指定教室 
（４）方  法   ① 形  態  グループ面接 
          ② 人  員  １グループ５名程度 
          ③ 時  間  １グループ１５分程度 
          ④ 面接者  １グループにつき３名程度の本校教員が当たる。 
          ⑤ その他   面接の順番は遠方からの受検者等に配慮して決定する。 
（５）質問事項   主として次の事項について質問する。 

          ① 本校及び当該類（学科）への志望の動機・理由について 
           ② 進路に関する本人の意向について  

          ③ 特別活動等の状況について 

          ④ 自分の性格について（長所など） 
          ⑤ 出欠席の状況について 
          ⑥ 本校入学後の抱負について 

８８  選選        抜抜 

（１）選抜は、調査書及び学力検査の成績を総合し、本校、各類（学科）の特色に配慮しつつ、その教育

を受けるに足る能力・適性等を判定して行う。 
（２）調査書中の各教科の評定と学力検査の成績の比率は４：６とする。 

（３）傾斜配点は、行わない。 
（４）在籍又は出身中学校長から、国立諸学校に合格し入学する旨報告のあった志願者については選抜か 
  ら除外する。 

９９  合合格格発発表表及及びび合合格格通通知知書書のの送送付付  

（１）合格者の発表は、令和６年３月１７日（日）１５時にWeb への公開と、本校生徒昇降口において、

受検番号により行う。Web アクセスの方法については、受付時に受検票とともに配布する。郵送の場

合は、受検票とともに送付する。なお、電話による合否の問い合わせには応じない。 
（２）合格者には、入学願書に記載された本人の現住所等に「合格通知書」及び関係書類を送付する。 
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（４）受検者の携帯品等 

  受検者は、受検票、内履き、昼食及び学力検査に必要な下記の筆記用具を持参すること。 

鉛筆（シャープペンシルを含む）※₁、消しゴム、定規（三角・直定規のいずれでもよい）、 

コンパス、鉛筆削り 

   学力検査会場には、受検票のほか上記の筆記用具を携帯する。なお、鉛筆キャップ（単色透明で無地

のもの）、腕時計※₂、ティッシュペーパー（中身のみ）の持込みは認める。 

連絡手段として持参した携帯電話、スマートフォンについては、校内では電源を切り使用してはなら

ない。 

※₁芯の濃さは２Ｂ、Ｂ、ＨＢとし、シャープペンシルの芯の太さは０．５ｍｍ以上とする。 

※₂計算機能や英単語表示機能、通信機能等付きのもの、音の鳴るもの、秒針音のするものは 

持込みを認めない。 

  ただし、次の用具は学力検査会場に携帯してはならない。 

   ① 下敷、筆入れ、シャープペンシル芯入れケース等 

   ② 公式や法則等の書いてある定規・鉛筆等（シャープペンシルを含む） 

  ③ 分度器又は分度器のついた定規 

   ④ 電卓等の計算用具 

      ⑤ 携帯電話・スマートフォン・情報端末等の電子機器類 

   ⑥ その他、検査の公正を欠くおそれのある物 

  なお、聴覚障がい者で補聴器を必要とする者は、使用してもよい。 

７７  面面        接接  

（１）目  的   受検者の多様な能力・適性や関心・意欲、努力の成果や活動経験など、様々な観点 
         から受検者の優れた面や長所を選抜の資料とするため実施する。 
（２）日  時    令和６年３月７日（木）学力検査終了後に行う。 
（３）場  所    本校指定教室 
（４）方  法   ① 形  態  グループ面接 
          ② 人  員  １グループ５名程度 
          ③ 時  間  １グループ１５分程度 
          ④ 面接者  １グループにつき３名程度の本校教員が当たる。 
          ⑤ その他   面接の順番は遠方からの受検者等に配慮して決定する。 
（５）質問事項   主として次の事項について質問する。 

          ① 本校及び当該類（学科）への志望の動機・理由について 
           ② 進路に関する本人の意向について  

          ③ 特別活動等の状況について 

          ④ 自分の性格について（長所など） 
          ⑤ 出欠席の状況について 
          ⑥ 本校入学後の抱負について 

８８  選選        抜抜 

（１）選抜は、調査書及び学力検査の成績を総合し、本校、各類（学科）の特色に配慮しつつ、その教育

を受けるに足る能力・適性等を判定して行う。 
（２）調査書中の各教科の評定と学力検査の成績の比率は４：６とする。 

（３）傾斜配点は、行わない。 
（４）在籍又は出身中学校長から、国立諸学校に合格し入学する旨報告のあった志願者については選抜か 
  ら除外する。 

９９  合合格格発発表表及及びび合合格格通通知知書書のの送送付付  

（１）合格者の発表は、令和６年３月１７日（日）１５時にWeb への公開と、本校生徒昇降口において、

受検番号により行う。Web アクセスの方法については、受付時に受検票とともに配布する。郵送の場

合は、受検票とともに送付する。なお、電話による合否の問い合わせには応じない。 
（２）合格者には、入学願書に記載された本人の現住所等に「合格通知書」及び関係書類を送付する。 
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１１００  個個人人情情報報のの提提供供  

  受検者の個人情報（学力検査の教科別得点）の提供は、合格発表後郵送により行う。 
  個人情報（学力検査の教科別得点）の提供希望者は、入学願書に郵送による個人情報（学力検査の教 
 科別得点）の提供希望の有無を記入の上、返信用定形長３号封筒（簡易書留郵便とし、出願者本人の住 
 所・氏名を記入の上親展扱いとし、返信用切手４３４円分［郵送料８４円及び簡易書留料金３５０円］ 
 を貼ったもの）を提出すること。（裏表紙内側の記入例参考） 

１１１１  追追  検検  査査  

（１）対象者 
志願者のうち、次の①～②のいずれかに該当し、３月７日実施の学力検査、面接（以降、本検査とい

う）の受検ができず、追検査の受検を希望する者。ただし、本検査を一部でも受検した者は、原則とし

て追検査の対象とはならない。 
①インフルエンザ等の感染症に罹患するなどし、本検査を受検できない者。 

②真にやむを得ない理由により、本検査を受検できない者。 

 

（２）受検の手続 

① 追検査の受検を希望する者は、次のア～イの連絡等を行う。 

  ア 本検査が受検できないと判明したら、速やかに在籍又は出身中学校長に連絡する。 

  イ 上記（１）①の場合、医師の診断書を、上記（１）②の場合、本検査を受検できない理由を証 

   明する書類を、在籍又は出身中学校長が定める期日まで在籍又は出身中学校長に提出する。 

 ② 追検査の受検を希望する者の在籍又は出身中学校長は、次のア～エの連絡・報告を行う。 

  ア ３月６日（水）までに、追検査の対象者が確認された場合、対象者の中学校名・受検番号・氏

名を、３月６日（水）15時までに志願先高等学校長へ電話連絡する。 

  イ ②のア以降、３月７日（木）本検査当日の集合時刻までに、本検査を受検できない志願者が新

たに確認された場合、対象者の中学校名・受検番号・氏名を、当日できるだけ速やかに志願先高

等学校長へ電話連絡する。 

  ウ ②のア、イに該当する生徒がいる場合、３月８日（金）15時までに、次の（ア）、（イ）の書類

を志願先高等学校長あて提出する。なお、やむを得ない事情により期限まで提出できない場合は、

提出期限まで志願先高等学校長に電話等で連絡した上で、速やかに提出する。 

   （ア） 追検査受検願 

   （イ） 医師の診断書又は本検査を受検できない理由を証明する書類 

  エ 対象者に対して受検にあたり、新たに特別な配慮が必要になった場合は、速やかにその旨を志

願先高等学校長に連絡する。 

  

（３）追検査の内容及び日時等 

  ① 学力検査等及び面接について 

    内容は上記「６ 学力検査」「７ 面接」に準ずる。 

  ② 日  時 

    令和６年３月１２日（火）学力検査（時間は本検査に同じ）・面接 

  ③ 検査会場 

    本校指定教室 
    （「６ 学力検査」と同様に指定された入口から入校し、職員の誘導により会場まで移動する。） 
 
（４）追検査の選抜における取扱い 
   追検査の結果と本検査の結果は同等に扱う。 

１１２２  そそ  のの  他他  

（１）受検会場の下見は実施しない。 
（２）東南置賜地区の県立高校再編整備計画により、令和７年度に米沢工業高校と米沢商業高校を統合し 

て米沢鶴城高校を開校し、令和６年度入学生については、令和７年度に米沢鶴城高校に転学すること

になります。 
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ⅢⅢ  新新入入生生オオリリエエンンテテーーシショョンン  
（１）日  時  令和６年３月２６日（火） ８時３０分 ～ １２時（予定） 
（２）場  所  本校体育館等 
（３）そ の 他  「合格通知書」とともに郵送する関係書類により、日時や持ち物等詳細を連絡する。 
 

資資料料ⅠⅠ  入入学学時時及及びび入入学学後後のの所所要要経経費費  
以下の金額は令和５年度入学生の実績です。（消費税込みの金額） 

１１  入入学学時時のの所所要要経経費費（（類類にによよっってて異異ななるるがが、、おおおおよよそそ次次ののととおおりり））  

（１）制服（夏・冬服）     男子：５７,９０４円 ～   女子：７５,８２３円 ～  

※他に希望者のみ（男女とも）カーディガン５,２３６円 

（２）教育振興会入会金等        １０,０００円 

（３）学年共通学用品等        ３２,２７０円 

（４）類別学用品・実習着等   Ｍ類：３１,１２３円 Ｅ類：３３,２２９円 Ｃ類：２８,３８１円 

（５）教科書・準教科書・副読本 Ｍ類：３１,６０５円 Ｅ類：２７,３４７円 Ｃ類：２３,４７１円 

   ※ 芸術（音楽Ⅰ・美術Ⅰ）については、選択科目決定後に別に購入していただきます。 

※ Ｃ類はコース別学習が始まる１年次２学期に、コース毎別に教科書を購入していただきます。 

（６）体育用品等            ２３,２２２円  

※ 他にスキー用具（レンタル可能）を１年次２学期以降に準備していただきます。 

Ｍ類:機械生産類 Ｅ類:電気情報類 Ｃ類:建設環境類 の略称です。 

２２  入入学学後後のの所所要要経経費費（（５５月月かからら１１１１月月ままででのの７７ヵヵ月月分分納納、、月月額額平平均均約約１１３３,,００５５００円円））  

（１） 修学旅行積立金（１年次）    ６０,０００円 

（２） 諸会費等            ３１,１７０円  

３３  授授業業料料（（年年額額１１１１８８,,８８００００円円））  

   ※就学支援金制度の対象となる生徒は、原則、授業料の納付が不要です。 
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資資料料ⅡⅡ

加工 生ｼｽﾃﾑ 生ﾃﾞｻﾞｲﾝ 加工 生ｼｽﾃﾑ 生ﾃﾞｻﾞｲﾝ 加工 生ｼｽﾃﾑ 生ﾃﾞｻﾞｲﾝ 加工 生ｼｽﾃﾑ 生ﾃﾞｻﾞｲﾝ

現 代 の 国 語 2 ◎ 2

言 語 文 化 2 ◎ 2

論 理 国 語 4 2

地 理 総 合 2 ◎ 2 （※はいずれか選択）

歴 史 総 合 2 ◎ 2 △　専門科目選択者

公民 公 共 2 ◎ 2

数 学 Ⅰ 3 ◎ 3

数 学 Ⅱ 4 3

数 学 Ａ 2 2

数 学 Ｂ 2 0,2

科 学 と 人 間 生 活 2 ◎ 2

物 理 基 礎 2 3

化 学 基 礎 2 ◎ 2

発 展 化 学 ● 0,2

発 展 物 理 ● 0,2

体 育 7～8 ◎ 7

保 健 2 ◎ 2

音 楽 Ⅰ 2 ○ 0,2

美 術 Ⅰ 2 ○ 0,2

英 語 ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅰ 3 ◎ 3

英 語 ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅱ 4 5

論 理 ・ 表 現 Ⅰ 2 0,2

家庭 家 庭 基 礎 2 ◎ 2

情報 情 報 Ⅰ 2 ◎ (2) 工業情報数理で2単位代替

48～54

工 業 技 術 基 礎 2～4 3 3 3

課 題 研 究 2～4 ◎ 3 3 3 3 3 3 選択科目(1・2・3年次)

実 習 4～12 4 4 4 5 5 5 9 9 9 □　選択希望者

製 図 2～8 2 2 2 △2 △2 △2 4,6 4,6 4,6

工 業 情 報 数 理 2～4 ◎ 2 2 2

生 産 技 術 2～6 2 2 2 2 0

工 業 管 理 技 術 2～8 2 2 2 2 2 2

機 械 工 作 4～8 2 2 2 △2 △2 2,4 2 2,4

機 械 設 計 4～8 2 2 2 △2 4 4,6 4

原 動 機 2～4 △2 0,2 0 0

電 子 機 械 4～8 △2 0 0,2 0

ﾃ ﾞ ｻ ﾞ ｲ ﾝ 実 践 2～4 2 △2 0 0 2,4

技 能 と 教 養 ● □1 □1 □1 □1 □1 □1 0,1,2,3 0,1,2,3 0,1,2,3

12～13 12～13 12～13 10～17 10～17 10～17 31～40 31～40 31～40

3～6 ◎

90

87

毎週水曜日１校時

令令和和６６年年度度入入学学者者

山山形形県県立立米米沢沢工工業業高高等等学学校校（（全全日日制制のの課課程程））教教育育課課程程表表

  機機械械生生産産類類（（機機械械科科・・生生産産デデザザイインン科科））

機械加工コース・生産システムコース・生産デザインコース

教科 科目
標準

単位数

学年別単位数

備考１年 ２年 ３年 合計

（必履修科目◎、選択必履修科目○、学校設定科目●）

数学

3

選択科目(3年次)

2 ○　共通科目選択者

地理
歴史

2 　

国語

2

2

3 　

2

○2

2

2

○2※ 学校設定科目【R4年度開設】

○2※ 学校設定科目【R4年度開設】

理科

2

3

2

芸術
2 音楽Ⅰ，美術Ⅰのいずれか１科目

を選択して履修する2

保健
体育

2 2 3

1 1

(2)

共通教科・科目単位数合計 19 16 13～19

 

〇2

2 　

外国語

3  

3 2

学校設定科目

工業

3

2 （キャリア計画により選択）

2

専門教科・科目単位数合計 9～10

総合的な探究の時間
キャリア探究(1・2年次)

1 1 (3)

2

□1

2(3) 課題研究(3年次)で3単位代替

合計
最大 30 30 30

最小 29 29 29

卒業までに修得すべき単位数 74

特別活動

ホームルーム活動 1 1 1 3

生徒会活動（時間）

新任式、入学式、始業式（1･2･3学期）、終業式（1･2学期）、修了式、創立記念式、修学旅行等

授業の１単位時間 50分

35 35 35 105

生徒会対面式、応援練習、生徒総会（前期・後期）、生徒会立会演説会・選挙、生徒会全校集会、文化祭等

学校行事(時間）

65 90 55 210
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電気 情報 電気 情報 電気 情報 電気 情報

現 代 の 国 語 2 ◎

言 語 文 化 2 ◎

論 理 国 語 4

地 理 総 合 2 ◎ （※はいずれか選択）

歴 史 総 合 2 ◎ △　専門科目選択者

公民 公 共 2 ◎

数 学 Ⅰ 3 ◎

数 学 Ⅱ 4

数 学 Ａ 2

数 学 Ｂ 2

科 学 と 人 間 生 活 2 ◎

物 理 基 礎 2

化 学 基 礎 2 ◎

発 展 化 学 ●

発 展 物 理 ●

体 育 7～8 ◎

保 健 2 ◎

音 楽 Ⅰ 2 ○

美 術 Ⅰ 2 ○

英 語 ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅰ 3 ◎

英 語 ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅱ 4

論 理 ・ 表 現 Ⅰ 2

家庭 家 庭 基 礎 2 ◎

情報 情 報 Ⅰ 2 ◎ 工業情報数理で２単位代替

工 業 技 術 基 礎 2～4 3 3

課 題 研 究 2～4 ◎ 3 3 3 3 選択科目(1・2・3年次)

実 習 4～12 4 4 3 3 7 7 □　選択希望者

製 図 2～8 1 1 2 2

工 業 情 報 数 理 2～4 ◎ 2 2

工 業 管 理 技 術 2～8 △2 △2 0,2 0,2

電 気 回 路 4～6 3 3 6 6

電 気 機 器 4～6 2 2 0

電 力 技 術 4～6 2 2 4 0

電 子 回 路 4～6 △2 △2 0,2 0,2

電 子 計 測 制 御 4～6 △2 △2 0,2 0,2

プ ロ グ ラ ミ ン グ 技 術 2～8 2 2 0 4

ハ ー ド ウ ェ ア 技 術 2～8 2 2 2 2

ｺ ﾝ ﾋ ﾟ ｭ ｰ ﾀ ｼ ｽ ﾃ ﾑ 技術 2～8 2 0 2

技 能 と 教 養 ● □1 □1 □1 □1 0,1,2,3 0,1,2,3

12～13 12～13 10～17 10～17 31～40 31～40

3～6 ◎

毎週水曜日１校時

令令和和６６年年度度入入学学者者

山山形形県県立立米米沢沢工工業業高高等等学学校校（（全全日日制制のの課課程程））教教育育課課程程表表

      電電気気情情報報類類（（電電気気情情報報科科））

電気コース・情報技術コース

教科 科目
標準

単位数

学年別単位数

備考１年 ２年 ３年 合計

（必履修科目◎、選択必履修科目○、学校設定科目●）

選択科目(３年次)

2 2 ○　共通科目選択者

国語

2 2

2 2

地理
歴史

2 　 2

2 2

2 2

数学

3 3

理科

2 2

3 　 3

2 2

3 3

2 2

○2 0,2

○2※ 0,2 学校設定科目【R4年度開設】

○2※ 0,2 学校設定科目【R4年度開設】

保健
体育

2 2 3 7

1 1 2

芸術
2 0,2 音楽Ⅰ，美術Ⅰのいずれか

１科目を選択して履修する2 0,2

共通教科・科目単位数合計 19 16 13～19 48～54

 

〇2 0,2

2 　 2

外国語

3  3

3 2 5

（キャリア計画により選択）

2

3

(2) (2)

工業

3

1

□1 学校設定科目

専門教科・科目単位数合計 9～10

総合的な探究の時間
キャリア探究(1・2年次)

1 1 (3) 2(3) 課題研究(3年次)で3単位代替

87

卒業までに修得すべき単位数 74

特別活動

ホームルーム活動 1 1 1 3

生徒会活動（時間）

合計
最大 30 30 30 90

最小 29 29 29

新任式、入学式、始業式（1･2･3学期）、終業式（1･2学期）、修了式、創立記念式、修学旅行等

授業の１単位時間 50分

35 35 35 105

生徒会対面式、応援練習、生徒総会（前期・後期）、生徒会立会演説会・選挙、生徒会全校集会、文化祭等

学校行事(時間）

65 90 55 210

資資料料ⅡⅡ

加工 生ｼｽﾃﾑ 生ﾃﾞｻﾞｲﾝ 加工 生ｼｽﾃﾑ 生ﾃﾞｻﾞｲﾝ 加工 生ｼｽﾃﾑ 生ﾃﾞｻﾞｲﾝ 加工 生ｼｽﾃﾑ 生ﾃﾞｻﾞｲﾝ

現 代 の 国 語 2 ◎ 2

言 語 文 化 2 ◎ 2

論 理 国 語 4 2

地 理 総 合 2 ◎ 2 （※はいずれか選択）

歴 史 総 合 2 ◎ 2 △　専門科目選択者

公民 公 共 2 ◎ 2

数 学 Ⅰ 3 ◎ 3

数 学 Ⅱ 4 3

数 学 Ａ 2 2

数 学 Ｂ 2 0,2

科 学 と 人 間 生 活 2 ◎ 2

物 理 基 礎 2 3

化 学 基 礎 2 ◎ 2

発 展 化 学 ● 0,2

発 展 物 理 ● 0,2

体 育 7～8 ◎ 7

保 健 2 ◎ 2

音 楽 Ⅰ 2 ○ 0,2

美 術 Ⅰ 2 ○ 0,2

英 語 ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅰ 3 ◎ 3

英 語 ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅱ 4 5

論 理 ・ 表 現 Ⅰ 2 0,2

家庭 家 庭 基 礎 2 ◎ 2

情報 情 報 Ⅰ 2 ◎ (2) 工業情報数理で2単位代替

48～54

工 業 技 術 基 礎 2～4 3 3 3

課 題 研 究 2～4 ◎ 3 3 3 3 3 3 選択科目(1・2・3年次)

実 習 4～12 4 4 4 5 5 5 9 9 9 □　選択希望者

製 図 2～8 2 2 2 △2 △2 △2 4,6 4,6 4,6

工 業 情 報 数 理 2～4 ◎ 2 2 2

生 産 技 術 2～6 2 2 2 2 0

工 業 管 理 技 術 2～8 2 2 2 2 2 2

機 械 工 作 4～8 2 2 2 △2 △2 2,4 2 2,4

機 械 設 計 4～8 2 2 2 △2 4 4,6 4

原 動 機 2～4 △2 0,2 0 0

電 子 機 械 4～8 △2 0 0,2 0

ﾃ ﾞ ｻ ﾞ ｲ ﾝ 実 践 2～4 2 △2 0 0 2,4

技 能 と 教 養 ● □1 □1 □1 □1 □1 □1 0,1,2,3 0,1,2,3 0,1,2,3

12～13 12～13 12～13 10～17 10～17 10～17 31～40 31～40 31～40

3～6 ◎

90

87

毎週水曜日１校時

令令和和６６年年度度入入学学者者

山山形形県県立立米米沢沢工工業業高高等等学学校校（（全全日日制制のの課課程程））教教育育課課程程表表

  機機械械生生産産類類（（機機械械科科・・生生産産デデザザイインン科科））

機械加工コース・生産システムコース・生産デザインコース

教科 科目
標準

単位数

学年別単位数

備考１年 ２年 ３年 合計

（必履修科目◎、選択必履修科目○、学校設定科目●）

数学

3

選択科目(3年次)

2 ○　共通科目選択者

地理
歴史

2 　

国語

2

2

3 　

2

○2

2

2

○2※ 学校設定科目【R4年度開設】

○2※ 学校設定科目【R4年度開設】

理科

2

3

2

芸術
2 音楽Ⅰ，美術Ⅰのいずれか１科目

を選択して履修する2

保健
体育

2 2 3

1 1

(2)

共通教科・科目単位数合計 19 16 13～19

 

〇2

2 　

外国語

3  

3 2

学校設定科目

工業

3

2 （キャリア計画により選択）

2

専門教科・科目単位数合計 9～10

総合的な探究の時間
キャリア探究(1・2年次)

1 1 (3)

2

□1

2(3) 課題研究(3年次)で3単位代替

合計
最大 30 30 30

最小 29 29 29

卒業までに修得すべき単位数 74

特別活動

ホームルーム活動 1 1 1 3

生徒会活動（時間）

新任式、入学式、始業式（1･2･3学期）、終業式（1･2学期）、修了式、創立記念式、修学旅行等

授業の１単位時間 50分

35 35 35 105

生徒会対面式、応援練習、生徒総会（前期・後期）、生徒会立会演説会・選挙、生徒会全校集会、文化祭等

学校行事(時間）

65 90 55 210
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建築 土木 環境 建築 土木 環境 建築 土木 環境 建築 土木 環境

現 代 の 国 語 2 ◎ 2

言 語 文 化 2 ◎ 2

論 理 国 語 4 2

地 理 総 合 2 ◎ 2 （※はいずれか選択）

歴 史 総 合 2 ◎ 2 △　専門科目選択者

公民 公 共 2 ◎ 2

数 学 Ⅰ 3 ◎ 3

数 学 Ⅱ 4 3

数 学 Ａ 2 2

数 学 Ｂ 2 0,2

科 学 と 人 間 生 活 2 ◎ 2

物 理 基 礎 2 3

化 学 基 礎 2 ◎ 2

発 展 化 学 ● 0,2

発 展 物 理 ● 0,2

体 育 7～8 ◎ 7

保 健 2 ◎ 2

音 楽 Ⅰ 2 ○ 0,2

美 術 Ⅰ 2 ○ 0,2

英 語 ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅰ 3 ◎ 3

英 語 ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅱ 4 5

論 理 ・ 表 現 Ⅰ 2 0,2

家庭 家 庭 基 礎 2 ◎ 2

情報 情 報 Ⅰ 2 ◎ (2) 工業情報数理で２単位代替

48～54

工 業 技 術 基 礎 2～4 3 3 3 3 3 3

課 題 研 究 2～4 ◎ 3 3 3 3 3 3 選択科目(１・２・３年次)

実 習 4～12 4 4 4 2 2 2 6 6 6 □　選択希望者

製 図 2～8 2 2 1 2 2 △2 6 2･4 1

工 業 情 報 数 理 2～4 ◎ 2 2 2 2 2 2

工 業 環 境 技 術 2～4 △2 0･2

建 築 構 造 2～6 2 2 4

建 築 計 画 3～8 2 △2 2･4

建 築 構 造 設 計 3～8 2 1･△2 3･5

建 築 施 工 2～6 2 2

建 築 法 規 2～4 △2 0･2

測 量 3～6 1 2 3

土 木 基 盤 力 学 2～6 △2 0･2

土 木 構 造 設 計 2～8 1 2 2 5

土 木 施 工 3～6 2 3 5

社 会 基 盤 工 学 2～4 2 △2 2･4

工 業 化 学 6～8 2 4 2 8

化 学 工 学 3～6 2 3 5

地 球 環 境 化 学 2～6 1 2 △2 3･5

環 境 化 学 計 測 ● 　 △2 0･2

技 能 と 教 養 ● □1 □1 □1 □1 □1 □1 □1 □1 □1 0,1,2,3 0,1,2,3 0,1,2,3

12～13 12～13 12～13 10～17 10～17 10～17 31～40 31～40 31～40

3～6 ◎

90

87

生徒会対面式、応援練習、生徒総会（前期・後期）、生徒会立会演説会・選挙、生徒会全校集会、文化祭等

新任式、入学式、始業式（1･2･3学期）、終業式（1･2学期）、修了式、創立記念式、修学旅行等

令令和和６６年年度度入入学学者者

山山形形県県立立米米沢沢工工業業高高等等学学校校（（全全日日制制のの課課程程））教教育育課課程程表表

      建建設設環環境境類類（（建建築築科科・・環環境境工工学学科科））

建築コース・土木コース・環境化学コース

教科 科目
標準

単位数

学年別単位数

備考１年 ２年 ３年 合計

（必履修科目◎、選択必履修科目○、学校設定科目●）

数学

3

選択科目(３年次)

2 ○　共通科目選択者

地理
歴史

2 　

国語

2

2

3 　

2

○2

2

2

○2※ 学校設定科目【R4年度開設】

○2※ 学校設定科目【R4年度開設】

理科

2

3

2

芸術
2 音楽Ⅰ，美術Ⅰのいずれか

１科目を選択して履修する2

保健
体育

2 2 3

1 1

(2)

共通教科・科目単位数合計 19 16 13～19

 

〇2

2 　

外国語

3  

3 2

総合的な探究の時間
キャリア探究(1・2年次)

1 1 (3) 2(3) 課題研究で3単位代替

工業

（キャリア計画により選択）

学校設定科目

学校設定科目

専門教科・科目単位数合計 9～10

合計
最大 30 30 30

最小 29 29 29

授業の１単位時間 50分

毎週水曜日１校時

生徒会活動（時間）

35 35 35 105

卒業までに修得すべき単位数 74

特別活動

ホームルーム活動 1 1 1 3

学校行事(時間）

65 90 55 210
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定定時時制制のの課課程程((単単位位制制)) 

 

ⅠⅠ  一一般般入入学学者者選選抜抜  

 

１１  入入学学者者のの受受入入れれにに関関すするる方方針針（（アアドドミミッッシショョンン・・ポポリリシシーー））  

（１）学校生活を大切にし、何事にも前向きに取り組む生徒を募集します。 

（２）基礎・基本を大切にし、他者との関わり合いを通して、学びの質を高めようと努力できる生徒を募

集します。 

（３）自己実現への意欲があり、将来の目標に向かって努力できる生徒を募集します。 

２２  志志  願願  資資  格格  

 次の各号の一に該当する者とする。 

（１）令和６年３月に中学校、これに準ずる学校又は義務教育学校を卒業見込みの者若しくは中等教育学

校の前期課程（以下「中学校」という。）を修了（以下「卒業」という。）する見込みの者で、令和６

年度推薦入学者選抜及び中高一貫教育における連携型入学者選抜において合格内定していない者。 
（２）中学校を卒業した者。 
（３）学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令第１１号）第９５条の各号のいずれかに該当する者。 

３３  募募集集学学科科、、募募集集人人員員及及びび修修業業年年限限等等  

（１）総合学科  ４０名（成人志願者の合格者を含む。） 

（２）修業年限は４年を基準とする。 

（３）授業は令和６年度から令和７年度は夜間（１７時から２０時５５分）、令和８年度以降は昼間（全

日制１時間目から４時間目の時間帯）に行う。 

４４  出出願願書書類類及及びび受受付付期期間間  

書  類 受 付 期 間 備     考 

１ 一般入学願書 

２ 調査書 

 

 

 

 

令和６年２月１６日（金）から 

２月２２日（木）１２時まで 

 

 

 

 

① 在籍中学校長を経由して、本校校長に、一般

入学者選抜志願者名簿を添えて提出する。 

② 郵送の場合でも締切日時までに必着とする

（郵送の場合は簡易書留郵便とし、返信用切

手 434 円分［郵送料 84 円及び簡易書留料金

350 円分］を貼った出願者本人の在籍又は出

身中学校長あて返信用定形長３号封筒を同

封する）。 

③ 本校校長が認めた場合には、自己申告書を

提出することができる。 

④ 土曜日、日曜日の受付は行わない。 

５５  出出  願願  手手  続続  

（１）公立高等学校への志願は１人１校とし、全日制・定時制の両課程に志願することはできない。 

（２) 志願者は、一般入学願書に必要事項を自ら記入し、必ず在籍又は出身中学校長を経由して本校校長

に提出すること。 

（３）「山形県立学校の授業料等徴収条例」に基づき、入学者選抜手数料として、９５０円の山形県収入  

証紙を一般入学願書に貼る。ただし、消印はしないこと。 
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（４）中学校長は、「一般入学者選抜志願者名簿」及び「評定概況」を１部提出すること。ただし、「評定

概況」は、県外からの志願者及び特別支援学校、令和４年度以前の卒業者からの志願者については、

提出を要しない。また、「評定概況」は全日制・定時制併せて１部でよい。 

（５）出願の取消しや締切り前の志願変更は、必ず公文書を添えて行うこと。締切り前の志願変更は、止

むを得ない十分な理由がある場合にのみ行うこと。 

（６）中学校長は、必要がある場合は令和６年１月３１日（水）１７時までに本校校長に、健康及び身体

の状況、進路希望等について相談（以下「進路等相談」という。）を行うことが望ましい。また、特別

支援学校及び特別支援学級から志願する場合は、当該校長は健康及び身体の状況、進路希望、入学者

選抜に当たって配慮を望むこと等について進路等相談を行うことが望ましい。なお、帰国子女や外国

人子女等、事情がある場合は、進路等相談を本人及び保護者が行うことも可能である。進路等相談を

踏まえ、本校校長が認めた場合には志願者等が作成した自己申告書を提出することができる。 

（７）高等学校に在籍のまま志願する者は、在籍高等学校長の志願承諾書を添付すること。 

６６  入入学学願願書書作作成成上上のの注注意意  

（１）現住所は、正確に記載すること。 

（２) 本人の現住所と異なる場所で「合格通知書」等の受領を希望する者は、入学願書の備考欄に、その

場所の郵便番号・住所を記載すること。 

７７  学学  力力  検検  査査  

（１）日  時  令和６年３月７日（木） 

         生徒昇降口開場７時３０分、控室入室完了８時５分、受付８時１０分～８時２０分 

（２）場  所  本校指定教室 

         控室及び検査会場等の配置については事前に中学校長に連絡し、当日も案内表示する。 

（３）検査教科及び検査時間 

時 間 8:50～9:40 10:00～10:50 11:10～12:00 12:50～13:40 14:00～14:50 

教 科 

 

 

国 語 

 

 

数 学 

 

 

社 会 

 

 

理 科 

 

 

外国語（英語） 

（14:00から約10分間は 

リスニングテスト） 

※検査教科の配点は各100点とする。 

 

（４）受検者の携帯品等 

   受検者は、受検票、内履き、昼食及び学力検査に必要な下記の筆記用具を持参すること。 

    鉛筆（シャープペンシルを含む）※１、消しゴム、定規（三角・直定規のいずれでもよい）、 

コンパス、鉛筆削り 

学力検査会場には、受検票のほか上記の筆記用具を携帯する。なお、鉛筆キャップ（単色透明で無地

のもの）、腕時計※２、ティッシュペーパー（中身のみ）の持込みは認める。 

連絡手段として持参した携帯電話、スマートフォンについては、校内では電源を切り使用してはな

らない。 

※１芯の濃さは２Ｂ、Ｂ、ＨＢとし、シャープペンシルの芯の太さは０．５ｍｍ以上とする。 

※２計算機能や英単語表示機能、通信機能等付きのもの、音の鳴るもの、秒針音のするものは持

込みを認めない。 

ただし、次の用具は学力検査会場に携帯してはならない。 

   ① 下敷、筆入れ、シャープペンシル芯入れケース等 

   ② 公式や法則等の書いてある定規・鉛筆等（シャープペンシルを含む） 

   ③ 分度器又は分度器のついた定規 

   ④ 電卓等の計算用具 

      ⑤ 携帯電話・スマートフォン・情報端末等の電子機器類 

      ⑥ その他、検査の公正を欠くおそれのある物 

  なお、聴覚障がい者で補聴器を必要とする者は、使用してもよい。 
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８８  面面        接接  

（１）目  的   受検者の多様な能力・適性や関心・意欲、努力の成果や活動経験など、様々な観 

          点から受検者の優れた面や長所を選抜の資料とするため実施する。 

（２）日  時    令和６年３月７日（木）学力検査終了後、１５時１５分から行う。 

（３）場  所    本校指定教室 

（４）方  法   ① 形  態  個人面接 

           ② 時  間  １人１０分程度 

           ③ 面接者  ２～３名の本校教員が当たる。 

           ④ その他  面接の順番は遠方からの受検者等に配慮して決定する。 

（５）質問事項   主として次の事項について質問する。 

           ① 本校定時制総合学科への志望の動機・理由について 

           ② 入学後の抱負について 

           ③ 将来卒業後の進路、抱負について 

           ④ 中学校生活について（得意・不得意科目、生徒会活動、部活動等） 

           ⑤ 性格や生活について（長所、趣味、余暇の利用等） 

９９  選選        抜抜  

（１）選抜は、調査書、学力検査の成績及び面接の結果を総合し、本校、総合学科の特色に配慮しつつ、

その教育を受けるに足る資質・能力・適性等を判定して行う。 

（２）調査書中の各教科の評定合計と学力検査の成績の比率は４：６とする。 

（３）傾斜配点は行わない。 

（４）面接の結果は、全受検者について選抜の資料とする。 

１１００  合合格格発発表表及及びび合合格格通通知知書書のの送送付付  

（１）合格者の発表は、令和６年３月１７日（日）１５時にWeb への公開と、本校生徒昇降口において、

受検番号により行う。Web アクセスの方法については、受付時に受検票とともに配布する。郵送の場

合は、受検票とともに送付する。なお、電話による合否の問い合わせには応じない。 

（２）「合格通知書」及び関係書類は、入学願書に記載された受検者の現住所に送付する。 

１１１１  個個人人情情報報のの提提供供  

  受検者の個人情報（学力検査の教科別得点）の提供は、合格発表後郵送により行う。 

  個人情報（学力検査の教科別得点）の提供希望者は、入学願書に郵送による個人情報（学力検査の教 

 科別得点）の提供希望の有無を記入の上、返信用定形長３号封筒（簡易書留郵便とし、出願者本人の住 

 所・氏名を記入の上親展扱いとし、返信用切手434円分［郵送料84円及び簡易書留料金350円分］ 

 を貼ったもの）を提出すること。（裏表紙の記入例参考） 

１１２２  追追  検検  査査  

（１）対象者 

志願者のうち、次の①～②のいずれかに該当し、３月７日実施の学力検査、面接（以降、本検査とい   

う）の受検ができず、追検査の受検を希望する者。ただし、本検査を一部でも受検した者は、原則とし

て追検査の対象とはならない。 

①インフルエンザ等の感染症に罹患するなどし、本検査を受検できない者。 

②真にやむを得ない理由により、本検査を受検できない者。 

（２）受検の手続 

   ①追検査の受検を希望する者は、次のア～イの連絡等を行う。 

    ア 本検査が受検できないと判明したら、速やかに在籍又は出身中学校長に連絡する。 

    イ 上記（１）①の場合、医師の診断書を、上記（１）②の場合、本検査を受検できない理由を証  

明する書類を、在籍又は出身中学校長が定める期日まで在籍又は出身中学校長に提出する。 
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  ② 追検査の受検を希望する者の在籍又は出身中学校長は、次のア～エの連絡・報告を行う。 

   ア ３月６日（水）までに、追検査の対象者が確認された場合、対象者の中学校名・受検番号・氏   

名を、３月６日（水）15時までに志願先高等学校長へ電話連絡する。 

   イ ②のア以降、３月７日（木）本検査当日の集合時刻までに、本検査を受検できない志願者が新  

たに確認された場合、対象者の中学校名・受検番号・氏名を、当日できるだけ速やかに志願先高  

等学校長へ電話連絡する。 

   ウ ②のア、イに該当する生徒がいる場合、３月８日（金）15時までに、次の（ア）、（イ）の書類  

を志願先高等学校長あて提出する。なお、やむを得ない事情により期限まで提出できない場合は、 

提出期限まで志願先高等学校長に電話等で連絡した上で、速やかに提出する。 

    （ア） 追検査受検願 

    （イ） 医師の診断書又は本検査を受検できない理由を証明する書類 

   エ 対象者に対して受検にあたり、新たに特別な配慮が必要になった場合は、速やかにその旨を志 

願先高等学校長に連絡する。 

（３）追検査の内容及び日時等 

   ①学力検査等及び日時等 

    内容は上記「７ 学力検査」「８ 面接」に準ずる。 

   ②検査日時 

    令和６年３月１２日（火）学力検査（時間は本検査に同じ）・面接 

   ③検査会場 

    本校指定教室 

    控室及び検査会場等の配置については事前に中学校長に連絡し、当日も案内表示する。 

    （「７ 学力検査」と同様に指定された入口から入校し、職員の誘導により会場まで移動する。）   

 （４）追検査の選抜における取扱い 

   追検査の結果と本検査の結果は同等に扱う。 

１１３３  そそ  のの  他他  

（１）受検会場の下見は実施しない。  
（２）東南置賜地区の県立高校再編整備計画により、令和７年度に米沢工業高校と米沢商業高校を統合

して米沢鶴城高校を開校し、本校定時制は令和８年度に昼間定時制に移行します。このため、令和

６年度入学生で、令和６年度末の時点で米沢工業高校定時制（夜間）に在籍する生徒は、令和７年

度に米沢鶴城高校定時制（夜間）に転学することになります。なお、令和８年度に夜間定時制から

昼間定時制に移行し、米沢商業高校の校舎で学習する予定になっています。 
 

ⅡⅡ  成成人人志志願願者者のの選選抜抜  

１１  入入学学者者のの受受入入れれにに関関すするる方方針針（（アアドドミミッッシショョンン・・ポポリリシシーー））  

（１）学校生活を大切にし、何事にも前向きに取り組む生徒を募集します。 

（２）基礎・基本を大切にし、他者との関わり合いを通して、学びの質を高めようと努力できる生徒を募

集します。 

（３）自己実現への意欲があり、将来の目標に向かって努力できる生徒を募集します。 

２２  志志  願願  資資  格格  

  中学校を卒業した者、又は学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令第１１号）第９５条の各号のいず

れかに該当する者で、令和６年４月１日現在で１８歳以上の者とする。 

３３  募募集集学学科科、、募募集集人人員員及及びび修修業業年年限限等等  

（１）総合学科  ４０名（一般入学者選抜による合格者を含む。） 

 （２）修業年限は４年を基準とする。 
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（３）授業は令和６年度から令和７年度は夜間（１７時から２０時５５分）、令和８年度以降は昼間（全

日制１時間目から４時間目の時間帯）に行う。 

４４  出出願願書書類類及及びび受受付付期期間間  

書  類 受 付 期 間 備     考 

１ 一般入学願書 

２ 出身中学校の 

  卒業証明書 

 

令和６年２月１６日（金）から 

２月２２日（木）１２時まで 

 

① 郵送の場合でも締切日時までに必着とする

（郵送の場合は簡易書留郵便とし、出願者本人

の住所・氏名を記入し、返信用切手434円分

〔郵送料84円及び簡易書留料金350円分〕を 

貼った返信用定形長３号封筒を同封する）。 

② 土曜日、日曜日の受付は行わない。 

５５  出出  願願  手手  続続  

（１）志願者は、一般入学願書に必要事項を自ら記入し、出身中学校の卒業証明書を添えて本校校長に提 

出すること。 

（２） 高等学校に在籍のまま志願する者は、一般入学願書に在籍高等学校長の志願承諾書を添付すること。 

（３）「山形県立学校の授業料等徴収条例」に基づき、入学者選抜手数料として、９５０円の山形県収入証 

  紙を一般入学願書に貼る。ただし、消印はしないこと。 

６６  入入学学願願書書作作成成上上のの注注意意  

（１）現住所は、正確に記載すること。 

（２) 本人の現住所と異なる場所で「合格通知書」等の受領を希望する者は、入学願書の備考欄に、その場

所の郵便番号・住所を記載すること。  

７７  作作      文文  

（１）目  的  本校定時制の課程の教育を受けるに足る資質と能力を確認し、選抜の資料とすること 

を目的とする。なお、学力検査は行わない。 

（２）日  時  令和６年３月７日（木） 

         生徒昇降口開場７時３０分、控室入室完了８時５分、受付８時１０分～８時２０分 

         作文 ８時５０分～９時４０分 

（３）場  所   本校指定教室 

（４）出題方法   ① 題 目  題目は当日指示する。 

         ② 字 数  ６００字～８００字 

（５）受検者の携帯品等 

   受検者は、受検票、内履き、検査に必要な下記の筆記用具を持参すること。 

    鉛筆（シャープペンシルを含む）※１、消しゴム、鉛筆削り 

検査会場には、受検票のほか上記の筆記用具を携帯する。なお、鉛筆キャップ（単色透明で無地のも 

の）、腕時計※２、ティッシュペーパー（中身のみ）の持込みは認める。 

※１芯の濃さは２Ｂ、Ｂ、ＨＢとし、シャープペンシルの芯の太さは０．５ｍｍ以上とする。 

※２計算機能や英単語表示機能、通信機能等付きのもの、音の鳴るもの、秒針音のするものは持   

込みを認めない。 

ただし、次の用具は検査会場に携帯してはならない。 

    ① 下敷、筆入れ、シャープペンシル芯入れケース等 

    ② 携帯電話・スマートフォン・情報端末等の電子機器類 

       ③ その他、検査の公正を欠くおそれのある物 

   なお、聴覚障がい者で補聴器を必要とする者は、使用してもよい。また、連絡手段として持参した携  

帯電話、スマートフォンについては、校内では電源を切り使用してはならない。 
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（３）授業は令和６年度から令和７年度は夜間（１７時から２０時５５分）、令和８年度以降は昼間（全

日制１時間目から４時間目の時間帯）に行う。 

４４  出出願願書書類類及及びび受受付付期期間間  

書  類 受 付 期 間 備     考 

１ 一般入学願書 

２ 出身中学校の 

  卒業証明書 

 

令和６年２月１６日（金）から 

２月２２日（木）１２時まで 

 

① 郵送の場合でも締切日時までに必着とする

（郵送の場合は簡易書留郵便とし、出願者本人

の住所・氏名を記入し、返信用切手434円分

〔郵送料84円及び簡易書留料金350円分〕を 

貼った返信用定形長３号封筒を同封する）。 

② 土曜日、日曜日の受付は行わない。 

５５  出出  願願  手手  続続  

（１）志願者は、一般入学願書に必要事項を自ら記入し、出身中学校の卒業証明書を添えて本校校長に提 

出すること。 

（２） 高等学校に在籍のまま志願する者は、一般入学願書に在籍高等学校長の志願承諾書を添付すること。 

（３）「山形県立学校の授業料等徴収条例」に基づき、入学者選抜手数料として、９５０円の山形県収入証 

  紙を一般入学願書に貼る。ただし、消印はしないこと。 

６６  入入学学願願書書作作成成上上のの注注意意  

（１）現住所は、正確に記載すること。 

（２) 本人の現住所と異なる場所で「合格通知書」等の受領を希望する者は、入学願書の備考欄に、その場

所の郵便番号・住所を記載すること。  

７７  作作      文文  

（１）目  的  本校定時制の課程の教育を受けるに足る資質と能力を確認し、選抜の資料とすること 

を目的とする。なお、学力検査は行わない。 

（２）日  時  令和６年３月７日（木） 

         生徒昇降口開場７時３０分、控室入室完了８時５分、受付８時１０分～８時２０分 

         作文 ８時５０分～９時４０分 

（３）場  所   本校指定教室 

（４）出題方法   ① 題 目  題目は当日指示する。 

         ② 字 数  ６００字～８００字 

（５）受検者の携帯品等 

   受検者は、受検票、内履き、検査に必要な下記の筆記用具を持参すること。 

    鉛筆（シャープペンシルを含む）※１、消しゴム、鉛筆削り 

検査会場には、受検票のほか上記の筆記用具を携帯する。なお、鉛筆キャップ（単色透明で無地のも 

の）、腕時計※２、ティッシュペーパー（中身のみ）の持込みは認める。 

※１芯の濃さは２Ｂ、Ｂ、ＨＢとし、シャープペンシルの芯の太さは０．５ｍｍ以上とする。 

※２計算機能や英単語表示機能、通信機能等付きのもの、音の鳴るもの、秒針音のするものは持   

込みを認めない。 

ただし、次の用具は検査会場に携帯してはならない。 

    ① 下敷、筆入れ、シャープペンシル芯入れケース等 

    ② 携帯電話・スマートフォン・情報端末等の電子機器類 

       ③ その他、検査の公正を欠くおそれのある物 

   なお、聴覚障がい者で補聴器を必要とする者は、使用してもよい。また、連絡手段として持参した携  

帯電話、スマートフォンについては、校内では電源を切り使用してはならない。 
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８８  面面        接接  

（１）目  的   受検者の多様な能力・適性や関心・意欲、努力の成果や活動経験など、様々な観点か

ら受検者の優れた面や長所を選抜の資料とするため実施する。 

（２）日  時    令和６年３月７日（木）作文終了後に実施する。 

（３）場  所    本校指定教室 

（４）方  法   ① 形  態  個人面接 

          ② 時  間  １人１５分程度 

          ③ 面接者  ２～３名の本校教員が当たる。 

（５）質問事項   主として次の事項について質問する。 

          ① 本校定時制総合学科への志望の動機・理由について 

          ② 入学後の抱負について 

          ③ 中学校時代の学習状況や特別活動の状況について 

          ④ 中学校卒業後から現在までの生活について 

          ⑤ 性格や生活について（長所、趣味、余暇の利用等） 

⑥ 将来卒業後の進路、抱負について 

９９  選選        抜抜  

選抜は、作文及び面接等に基づいて行う。 

１１００  合合格格発発表表及及びび合合格格通通知知書書のの送送付付 

一般入学者選抜と同様に行う。 

１１１１  そそ  のの  他他  

（１）受検会場の下見は実施しない。  
（２）東南置賜地区の県立高校再編整備計画により、令和７年度に米沢工業高校と米沢商業高校を統合し

て米沢鶴城高校を開校し、本校定時制は令和８年度に昼間定時制に移行します。このため、令和６年

度入学生で、令和６年度末の時点で米沢工業高校定時制（夜間）に在籍する生徒は、令和７年度に米

沢鶴城高校定時制（夜間）に転学することになります。なお、令和８年度に夜間定時制から昼間定時

制に移行し、米沢商業高校の校舎で学習する予定になっています。 
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ⅢⅢ  新新入入生生オオリリエエンンテテーーシショョンン（（ⅠⅠ  一一般般・・ⅡⅡ  成成人人とともも））  
 

（１）日  時  令和６年３月２６日（火） １３：３０～１６：００ 

（２）場  所  本校４階 ＬＬ教室等 

（３）そ の 他  「合格通知書」とともに郵送する関係書類により、日時や持ち物等詳細を連絡する。 

資資料料ⅠⅠ  入入学学時時及及びび入入学学後後のの所所要要経経費費〔〔定定時時制制〕〕  

 以下の金額は令和５年度入学生（総合学科）の実績です。 

 

１１  入入学学時時のの所所要要経経費費  

（１） 教育振興会費等             ２，０００円 

（２） 運動着・実習着・内履き代等      １６，１９２円 

（３） 教材費・研修費等            ２４，２２５円 

（４） 教科書代                  ６，５３９円 

    合 計                  ４８，９５６円 

  

２２  入入学学後後のの所所要要経経費費（（５５月月かからら１１１１月月ままでで７７ヵヵ月月分分納納、、月月額額平平均均約約２２００，，００００００円円）） 

（１） 給食費                 ７２，０００円 

（２） 修学旅行積立金（１年次）            ３２，０００円（３カ年での積み立て） 

（３） 諸会費等                 ２２，２００円  

     合 計                 １２６，２００円 

 

※ 修学旅行は隔年実施（３・４年次合同）で行っており、令和６年度入学生は、３年次での実施とな

るため２カ年での積み立て（修学旅行積立金（１年次）は４７，５００円）になります。 

  

３３  補補助助制制度度  

  次の経費は、入学後の就労状況により条件を満たせば、教科書等購入費及び夜食補助金の交付対象者とし

て後日返金されます。ただし、夜食補助金は食事数により変動します。 

（１） 教科書代                ６，５３９円 

（２） 給食費の一部            約１３，５００円   

     合 計                約２０，０３９円 

  

４４  授授業業料料（（１１単単位位１１,,６６２２００円円））  

  ※ 就学支援金制度の対象となる生徒は、原則、授業料の納付が不要です。 

    詳しくは、別添のお知らせをご覧ください。 
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◎体育

◎保健

総合選択科目

自由選択科目Ｂ
（異年次履修）

●ＩＣＴ活用

実　　習

論理国語

数 学 Ｂ

ビジネス・コミュニケーション

製　　図

化学基礎

論理・表現Ⅰ

簿　　記

工業環境技術

倫　　理

地学基礎

ビジネス法規

工業管理技術

・３年次「数学Ａ」「英語活用」を選択した者は、４年
次「英語探究」を選択すること。
・２～４年次において、合計６単位（各年次３単位ま
で）の実務代替が履修可能。職場・職種によって「実務
実習Ⅰ」「総合実践」として代替する。
・自由選択科目（異年次履修）の各選択群の中の科目
は、３年次、４年次のどちらかの年次でのみ履修が可能
である。

【学校設定科目の開設年度】
　「産業社会と人間」　令和５年度
　「英語活用」　　　　令和４年度
　「英語探究」　　　　令和５年度
　「ＩＣＴ活用」　　　令和５年度
　「卒業研究」　　　　令和５年度
　「実務実習Ⅰ」　　　平成25年度

総合選択科目

◎体育

自由選択科目Ａ
（異年次履修）

３年次

自由選択科目Ｃ
（異年次履修）

４年次

総
合
選
択
科
目

◎体育

25

◎総合的な探究の時間

数 学 Ａ

●英語活用

実　　習●英語探究

備　考

選択群Ｃ

ホームルーム活動

◎保健

19

55

◎美術Ⅰ

◎情報Ⅰ

◎英語コミュニケーションⅠ

◎家庭基礎

25

19

1
（毎週水曜日４校時）

19

生徒会活動
（時間数）

25 25

45分

学校行事
（時間数）

55 55 55

授業の
１単位時間

入学式、創立記念式、文化祭、芸術鑑賞、修学旅行、卒業式など

特
別
活
動

ホームルーム活動
（週当たり時数）

生徒会対面式、生徒総会（前期・後期）、体育祭など

工業技術基礎

●卒業研究

ビジネス基礎

1
（毎週水曜日４校時）

1
（毎週水曜日４校時）

74

1
（毎週水曜日４校時）

19

ホームルーム活動 ホームルーム活動 ホームルーム活動

自
由
選
択
科
目
（
異
年
次
履
修
）

国語表現

◎数学Ⅰ

◎体育

政治・経済

総合選択科目

2

1

４年次

選択群Ａ

選択群Ｂ

◎科学と人間生活 ◎物理基礎

3

各教科・科目及び
総合的な探究の時間の

単位数

20

19

●産業社会と人間

◎数学Ⅰ

5

10

17

◎英語コミュニケーションⅠ

18

12

16

15

6

9

8

7

14

11

4

産業系列

卒業までに
修得すべき単位数

◎歴史総合

１年次

共通履修科目
（必履修科目◎、選択必履修科目○、学校設定科目●）

◎地理総合◎公共

13

令和６年度入学生

２年次

◎言語文化◎現代の国語

３年次

文学国語

山形県立米沢工業高等学校　定時制の課程　総合学科　教育課程表

各系列における選択履修科目
（必履修科目◎、選択必履修科目○、学校設定科目●）

教養系列
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（全日制・定時制共通）

「「個個人人情情報報((学学力力検検査査のの教教科科別別得得点点))のの提提供供」」返返信信用用封封筒筒のの書書きき方方（（例例））

自宅郵便番号を記入

434円分を貼付

現住所を正確に記入

※アパート名･部屋番号

まで正確に記入

黒または朱書きで

「親展」

と記入(押印可) 親
展 受検者の氏名を記入

朱書きで 簡
「簡易書留」 易
と記入(押印可) 書 「様」を記入

留 様様

約2cm空ける

定定形形長長３３号号封封筒筒

※封筒の裏面には何も記入しないで下さい。




